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第９回 嘉麻市行政経営推進審議会 会議録 

 

１.審議会等の名称    平成３０年度 第９回嘉麻市行政経営推進審議会 

２.開催日時       平成３０年１０月２９日（月）１４：００～１５：３０ 

３.開催場所       嘉麻市役所碓井庁舎２階 会議室２ 

４.公開又は非公開の別  公開 

５.非公開の理由 （会議を非公開とした場合のみ） 

６.出席者 

 （１）委員 

  山﨑克明委員、吉岡滋樹委員、吉安勝行委員、大熊孝二委員、村上生委員、上野美智子委員、 

川原幸二委員、西村光昭委員、松田クニ子委員 

  ＊欠席委員３名 松岡光昭委員、大森成順委員、冨﨑静江委員 

 （２）執行機関 

  市長 赤間幸弘、企画財政課長 大村輝生、企画財政課長補佐 廣谷友紀、 

  行政改革推進係長 田中ひふみ 行政改革推進係 和多美幸 

  アドバイザー 有限監査法人トーマツ 松尾潤一 

７.傍聴人数（会議を公開した場合のみ） ０人 

８.議題及び審議の内容 

 【議題】 

（１）外部評価の実施について（審議） 

 

 【審議の内容】 

（１）外部評価の実施について（審議） 

   資料２－２に沿って、評価対象事業の事業概要及び平成２９年度事務事業評価に係る二次

評価結果について説明を行った。（事務局） 

 外部評価を行うにあたっての観点について、説明を行った。（アドバイザー） 

説明を受け、審議を行い、次のような質問及び意見が出た。（委員） 

〇発達支援連携事業 

・この事業はどこで実施されているのか。 

→保育所、幼稚園、小学校、学童保育所を巡回して行っている。 

   ・巡回ではなく、1ヶ所に集まってもらって行ったほうが効率がよいのではないか。 

   →普段の子どもの状況を観察する必要があるため、事前に保育士などの情報をもらい、巡

回するという形をとっている。 

   ・身体の障がいではないので、限界状況にある子どもなどはほとんど分からない。非常に

難しい問題である。 

   ・二次評価結果にあるように、多くの時間を共にする先生などが切れ目なく支援をおこな

っていくことが必要である。 



2 
 

   〇敬老事業 

   ・平成 29 年度決算と平成 30 年度予算を比べると、800 万円ほど増えており、高齢化を考

えると年々増加していくことは目に見えている。 

   →コストの増加の一番大きな要因は、郵便料金の値上げによるものである。 

   ・鶴亀親交券の支給対象年齢を引き上げることにより、コストダウンができるのではない

か。事業を行うに当たって、そういったことを考えなければ、事業コストは増え続ける

だけである。 

   ・祝品を支給し、補助金を交付するなどお金を配ることが、事業の必要性が高いや事業は

上位施策に結びついているという評価になるのかが分からない。直接福祉の増進に繋が

っているとは考えづらい。 

   ・鶴亀親交券については、廃止してもよいのではないか。1人 1,000 円というのは、ばら

まきのように感じる。 

・一方、鶴亀親交券を楽しみにしている市民もいる。 

   ・敬老会を、旧市町単位などもう少し大きな区域で行ってはどうか。 

・地域の自治の問題である。行政ではなく、地域が動いていかなければならない。敬老会

の事業を社会福祉協議会に委託することにより、事業の内容もより充実するのではない

か。 

・他市の実施状況はどうなっているのか。→次回審議会にて、資料を準備する。 

・お金を配るような事業については一旦廃止して、新たに福祉を充実させるような事業を

考えたらどうだろうか。 

 

   〇有害鳥獣対策事業 

   ・狩猟を行う人が高齢化しているため、狩猟を行う若い世代が増えるよう補助などを行っ

てはどうか。→狩猟免許取得の補助は行っている。 

   ・食肉としての販売を行ってはどうか。 

   →議会等でも指摘は受けているが、初期投資とランニングコストが高額である。 

 

   〇プロジェクトＫ事業 

   ・事業の対象とする子どもたちや父兄の観点からすれば、発達支援連携事業などと別々に

行う必要はないのではないか。 

   ・発達支援連携事業などと 1本に統合することで、もっと合理化できることがあるのでは

ないか。 

 

   〇観光まちづくり事業 

   ・広域的な観光ルートの中に、嘉麻市が組み込まれると、嘉麻市の観光がより発展してい

くと思う。 

   ・観光バスのルートに組み込んでもらうと、立派な施設とかがなくても、休憩などで立ち
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寄って食事したりその地域の特産物を見たりして、ちょっとした観光になる。 

   ・文化財や観光資源について、総合的にプロデュースしていく必要がある。 

   ・旅行会社と観光の内容について、 

 

   〇教育センター事業 

   ・発達支援連携事業やプロジェクトＫ事業と関連する事業であり、連携を深めることが重

要である。また、全体として、教育の問題として 1本化していくことが考えられないの

か。 

  

   〇二次評価全般 

   ・二次評価の内容を踏まえ、今後の事業を実施していってほしい。 

 

 

９.配布資料 

平成３０年度第９回嘉麻市行政経営推進審議会次第 

※第８回審議会にて配布した下記の資料を活用した。 

資料２－１ 外部評価の実施方法について 

資料２－２ 平成２９年度事務事業評価に係る二次評価結果 

資料２－３ 事務事業評価表 

 

 

 


